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サロンの会（2/13　梁川）
梁川ざっと昔の会さんの昔話を聞いて、楽しい時間を過ご
し交流をはかりました。

令和元年度　福祉表彰式（2/14 保原）
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E-Mail honsyo@dateshisyakyou.org

福島　伊達市社会福祉協議会ホームページ

本会事業を紹介しております！

facebook.
もチェック！！

Heartful DATE

地 域 に ふ れ あ い と 笑 顔 を 広 げ る　　  お て つ だ い



粟野小学校様梁川高等学校様大田小学校様

梁川中学校様

堰本小学校様

桃陵中学校様

柱沢小学校様

上保原小学校様

保原小学校様

伊達市老人クラブ連合会女性部様

聖光学院高等学校様

伊達小学校様

梁川小学校様

赤い羽根共同募金

ご協力ありがとう
ございました

高齢者バス旅行

高齢者会食会

  

皆
様
か
ら
の
募
金
は

　    

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
共
同
募
金
の
活
動
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
・
高
齢
者
事
業

　（
一
人
暮
ら
し
世
帯
等
）

　
・	

高
齢
者
会
食
会

　
・	

高
齢
者
バ
ス
旅
行

　
・		

昼
食
宅
配
事
業

　
・
さ
さ
え
愛
電
話
事
業

　
・		

こ
た
つ
布
団
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
事
業

　
・		

安
心
情
報
キ
ッ
ト

	

配
布
事
業

・ 

介
護
者
支
援
事
業

　
・	

在
宅
介
護
者
の
集
い

　・
障
が
い
者
支
援
事
業

　
・	

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

　
・			

特
別
支
援
学
校
通
学

児
童
へ
の
図
書
カ
ー
ド

	

贈
呈
事
業

　
・		

障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
所
助
成

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金

はーとふるだて　2020.2 2



神愛幼稚園様

掛田小学校様

小手小学校様

月舘中学校様

小国小学校様

石田小学校様月舘小学校様

大石小学校様

赤い羽根募金	 9,345,211円
歳末たすけあい募金	 3,910,494円

令和元年度実績額 (R2.1.31現在）

伊達市役所 様

有限会社水口タイヤ商会 様

保原モータース掛田営業所 様

株式会社神尾印刷所 様

株式会社大晶電設工業 様

医療法人桑名医院 様

ボランティアだて 様

伊達赤十字奉仕団 様

福島伊達教会 様

伊達東小学校 様

聖光学院高等学校 様

妙伝寺 様

梁川保育園 様

本会では、福島県共同募金会:台湾友好基金を活用し、東日本大震災
による被災者のサロン等交流事業を実施しています。
1月23日（木）今年度3回目の「げんきが～い」を開催しました。
皆さんは、故郷の話に花が咲き交流できることが何よりうれしいとのこ
と。今回は、大熊町社協さんのゲームで大いに盛り上がり、地元調理
ボランティアクック手作りの昼食とともに笑顔いっぱいの1日でした。

　
「
令
和
元
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
」
と
し
て
お
預
か
り

し
た
募
金
は
、
暮
れ
に
実
施
し
ま
し
た
歳
末
声
か
け
訪
問

事
業
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
は
、
71
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
世
帯
と
76
歳
以
上
二
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
世
帯

で
す
。

　

今
年
度
は
、
全
２
，
７
０
６

世
帯
に
対
し
、
12
月
に
各
地
区

の
担
当
委
員
さ
ん
よ
り
、
声
か

け
と
見
守
り
訪
問
に
よ
り
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

「げんきが～い」復興支援サロン
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表
　
　
彰

●
長
年
他
の
模
範
と
な
る
奉
仕
活
動

　

梁
川	

梁
川
明
生
長
寿
会

　

保
原	

遠
藤　

矩
雄

　

	

鉄
元
寿
会

　

月
舘	

阿
部　

明
義

　

	

布
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

●
長
年
に
亘
る
介
護
者

　

伊
達	

佐
藤　

仁

　

	

古
山　

俊
子

　

梁
川	

熊
倉　

恵
美
子

　

	

遠
藤　

正
子

　

保
原	

小
野　

み
つ

　

	

菅
野　

栄
子

　

霊
山	

大
橋　

悦
子

●
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
付
者

　

本
所	

福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

	

ヤ
ク
ル
ト
親
交
会

　

伊
達	

伊
達
グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　
	

志
和
田
福
祉
会

　
	

大
正
琴
発
表
会
実
行
委
員
会

　

	

金
子　

與
志
雄

　

梁
川	
梁
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

	
佐
藤　

昭
治

　

保
原	

山
田　

健
一

●
長
年
に
亘
る
法
人
会
費
の
納
入
者

　

梁
川	

㈱
山
際
ホ
ー
ス
専
門
店

		

感
　
謝

●
役
員（
退
任
者
）	

	

　

梁
川	

佐
藤　

昭
治

　

霊
山	

八
島　

利
幸

●
福
祉
協
力
員（
退
任
者
）	

	

　

伊
達	

芳
賀　

甚
一
郎

　

	

八
島　

俊
雄

　

	

進
藤　

美
代
治

　

	

稲
村　

昭
治

　

伊
達	

佐
々
木　

義
伸

　

梁
川	

八
島　

信
夫

　

	

宍
戸　

有
輔

　

	

山
際　

不
二
夫

　

	

菅
野　

春
巳

　

保
原	

渡
邉　

道
勝

　

	

柏　
　

利
也

　

	

八
巻　

繁
雄

　

	

東
城　

藤
吉

　

霊
山	

大
橋　

忠
正

●
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
付
者		

　

本
所	

カ
タ
ヒ
ラ
文
具

　

	
	

一
般
財
団
法
人	

福
島
民
報
教
育

福
祉
事
業
団

　

	

菊
田　

久
美
子

　

	

飯
舘
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

伊
達	

林
崎　

和
子

　

	

菅
野　

京
子

　

	

佐
藤　

正
則

　

梁
川	

梁
川
町
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

	
	

梁
川
町
歌
謡
舞
踊
カ
ラ
オ
ケ

	

発
表
会
実
行
委
員
会

　

	

浅
野　

昭

　
	

池
田　

敏
博

　

保
原	

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
労
働
組
合

	

故	

石
川　

金
吾

　

霊
山	
齋
藤　

義
則

　

	
大
橋　

良
一

　

	

大
室　

英
爾

　

月
舘	

渡
邊　

和
子

●
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
も
の

本
所	

公
益
社
団
法
人　

だ
て
青
年
会
議
所

	
	

一
般
社
団
法
人		

B
r
i
d
g
e	

f
o
r		

F
u
k
u
s
h
i
m
a

		

伝
達
表
彰

	

●
共
同
募
金（
多
額
寄
付
）	

	

　

保
原	

馬
場　

ヨ
シ
ノ

　

	

故	

大
山　

正
直

　

	

公
益
財
団
法
人　

仁
泉
会

　

	

伊
達
市
役
所

　

	

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
労
働
組
合

●
日
本
赤
十
字
社
奉
仕
功
労

　・金
色
有
功
章

　

伊
達	

菅
野　

栄
次

　

保
原	

安
田　

恭
子

　・銀
色
有
功
章	

	

　

伊
達	

髙
橋　

伸
一

　・社
長
感
謝
状	

　

保
原	

保
原
町
赤
十
字
奉
仕
団

●
日
本
赤
十
字
社
社
資
功
労	

	

　・金
色
有
功
章

　

保
原	

渡
邉　

善
男

　

	

安
田　

恭
子

　・銀
色
有
功
章	

	

　

保
原	

遠
藤　

弘
子

　・特
別
社
員

　

保
原	

柏　

よ
し
子

　

	

富
田　

キ
ヨ

2
月
14
日
、
保
原
中
央
交
流
館
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
49
名
、
団
体
20
団
体

に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

令
和
元
年
度
　
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
表
彰
式
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令和元年度　ジュニアボランティア講座（6 ～ 1 月）

～みんなをつなぐボランティア～

ボランティア基礎講座
始まりました！　（月舘支所）

たくさんの人が募金して
くれました！みんな優しい
んだなぁ。

大きな声で街頭募金
頑張りました！

畑で育てたひまわりの種取
りをして、寄付ができて良
かった。

ひまわりの種で
福島を元気に！

一緒にダンスをしたり、ゲー
ムをしたり、楽しくクリスマ
ス会ができた！

たけの子の家の皆さんと
クリスマス会

最後にみんなで記念写真
一人ひとり修了証をいただき
ました。

楽しかったね！

第 6 回 第 8 回
第 5 回 第 7 回

今年度は、社協に登録いただいている全域のボランティ
アサークル、個人ボランティアの皆さん 85 名が集まり、
交流会を開催しました。台風 19号による災害ボランティ
アセンターの活動報告の後、参加者みんなでゲームをし、
会場は盛り上がりました。他の地域の皆さんとも顔を合
わせることができ、貴重な交流の場となりました。

集まれ！ボランティア
伊達市保原市民センター（全市）

「一緒に歩く」のが
ボランティアなんだね

手話で
「ボランティア」

優しく話しかけてくれて、
楽しかった！

地域のおばあちゃんと
ゲームで交流

苦手なことも、優しく手伝っ
てもらってできました

障がいって
どういうこと？

第１回
第 2 回

第 3 回

お茶を出したり、問題を出し
たり、来た人に楽しんでもら
えてよかったよ

障がいがある方の
イベントに参加

第 4 回

保原地域の小学 5 ～ 6 年
生と保原高校生を対象に
したボランティア講座。
1年間の活動をふりかえり
ます。

6/22

11/4

7/31

12/710/6

8/9

1/11

9/14

2 6

ボランティアは、自分のできること
を進んで行うこと、相手の身になっ
て行う活動であることを、体験を通
して学びました。

第1回：開講式
「ボランティアについて学ぼう！」

1
27

2
3

講師に臨床心理士＆公認心理
師の内山清一先生をお迎えし、
体験型の学習を通して傾聴を
学びました。
「 」くことは、耳と目を傾け
一心に聴くことと教えていただきました。

第2回
「傾聴について学ぼう！」

はーとふるだて　2020.25



　「おはよう！」「今日もよろしく！」元気なあいさつ

と笑顔が行き交う調理室。ボランティアサークルが

できて、今年でまる14

年です。

　「仲間との出会いが

あって、和気あいあい楽

しく活動しています。」

楽しく！！
　「調理ボランティア	クック」の名前の通り、主な活

動は食事やおやつを作ること。14年の間に活動の場

は広がり、社協主催の障がい者事業や一人暮らし高

齢者の会食会、復興支援サロン「げんきが～い」、福

祉共育、ジュニアボランティア講座など、いろいろな

場面で腕を振るっています。

　メンバーの皆さんは「いろいろな調理法を教えて

もらってるのよ」「メンバーの皆とお友達になれたの

が一番の財産」「和があって、笑顔が絶えない」「腕

を振るって全部手作りしてることが自慢」「自分では

味が濃かったけれど、健康にも役立っている」などと

話してくれました。

心がけていること
　「衛生面には特に気をつけています。そして、皆さ

んの笑顔がもらえるように、季節に合ったメニューを

考えて提供しています。」と代表の長山さん。　　

　社協で開催する調理ボランティアのスキルアップ	

研修会には毎年参加し、料理を提供するときの注意

点や衛生面などについて学ぶことも欠かしません。

そして、「一番大切にし

ているのは、ボランティ

アを『させていただいて

いる』という感謝の気持

ちを忘れないこと」だと

教えてくれました。

みんなの笑顔のために
　子どもからお年寄りまで、みんなが笑顔で「おい

しかったよ」と喜んでくれることが励みになり、力に

なる。ボランティアしてよかったと思えるそうです。

　これからもみんなの喜ぶ笑顔が見られるよう、仲

良く楽しくボランティア！

次回はサロンにインタビューです
お楽しみに！！

連載 ボランティアにインタビュー NO.9

調理ボランティア
クック

活動開始 : 平成 18 年 4 月
活動場所 :   伊達市内
会 員 数 : 13 名
代　　表 : 長山　いみ子さん
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

令和元年12月  1日～
令和 2 年  1月31日受付分（順不同）

齋
藤　

俊
則
様

若
目
田
正
雄
様

吉
田　

武

様

鹿
股　

博
文
様

大
場　

正
晴
様

梁
川
支
所

齋
藤
　

芳
裕
様

後
藤
　

慶
泰
様

池
田
　

敏
博
様

幕
田
　

義
一
様

幕
田
　

耕
一
様

保
原
支
所

本
田
　

勇
一
様

佐
藤
　
　

真
様

酒
井
　

隆
行
様

野
田
　

浩
則
様

高
橋
　

義
雄
様

髙
橋
　

利
吉
様

土
屋
　

力
也
様

佐
藤
佳
代
子
様

安
藤
　

哲
朗
様

宍
戸
　
　

正
様

古
関
　

裕
治
様

大
山
　
　

周
様

大
橋
　
　

浩
様

福
井
　

理
介
様

立
島
　

敏
子
様

宍
戸
　

茂
雄
様

枝
並
　
　

仁
様

菅
野
　

敏
次
様

浅
野
　

義
幸
様

舟
山
　

俊
弘
様

霊
山
支
所

菅
野
　

秀
夫
様

大
室
　

英
爾
様

丹
治
　

順
史
様

佐
藤
　

信
一
様

菅
野
　

貞
男
様

清
野
　

忠
浩
様

大
橋
　

良
一
様

森
藤
　

進
治
様

菅
野
　

邦
夫
様

菅
野
　

利
子
様

阿
部
　

弘
訓
様

鈴
木
　

利
一
様

佐
藤
　

安
信
様

伊
達
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
愛
好
会
様

梁
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

木

谷

直

人

様

志
和
田
福
祉
会
様

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
伏

黒
院　

竹
添
整
体
院
様

カ
タ
ヒ
ラ
文
具
様

飯

舘

村

社

会

福

祉

協

議

会

様

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク

労

働

組

合

様

池
の
上
小
学
校
区
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
様

一
般
寄
付

伊達グラウンド・
ゴルフ愛好会　様

飯舘村社会
福祉協議会　様

富士通アイソテック
労働組合　様

伊
達
支
所

松
浦　

幹
夫
様

宍
戸　

義
信
様

吉
田　

浩
重
様

橘

内　

努

様

小

野　

茂

様

佐
藤　

正
則
様

金
谷　

豊
昭
様

松
浦　
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博
之
様

芳
賀
ア
イ
子
様

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付 カイロプラクティック　

伏黒院　竹添整体院　様
志和田福祉会　様

月
舘
支
所

佐
藤
　

要
栄
様

高
木
　

英
夫
様

古
川
　

秀
明
様

佐
藤
　

善
之
様

千
葉
　

忠
信
様

南
　
　

忠

和

様

　昨年末、ふくしまＮＰＯ
サポートセンターを通じ、
『明治製菓』さんから、台
風 19号の被災地域の幼
稚園、保育園へお菓子の
寄付をいただきました。

子ども達は大喜び
で、「ありがとうご
ざいました！」と笑
顔の声が返ってき
ました。

お菓子の寄付 マフラー
　兵庫県相生市社会福祉
協議会より、被災された
方へ、地域のふれあいサ
ロン那の花会の皆さんが
心をこめて手あみしたマ
フラーをいただきました。
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も
う
す
ぐ
３
月
。
少
し
ず
つ
日

も
長
く
な
り
、
春
の
訪
れ
も
そ
う

遠
く
な
い
と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

さ
て
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
冬

季
）
か
ら
は
22
年
、
前
回
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
は
実
に
56
年

ぶ
り
の
国
内
開
催
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
選
手
が
活
躍
す
る
の
か
、

考
え
た
だ
け
で
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
ね
！

ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

本　　所　☎ 576 − 4050
伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 527 − 2572
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

あ  

と  

が  

き
3月16日（月）伊達ふれあいセンター
4月20日（月）保原中央交流館（予定）

まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

行 事 予 定 内容についてはホームページでもご覧になれます

日　付 曜日 事　　業　　名 開催地域または会場

3 月

3 火 ひな祭り会食会（保原） 保原市民センター
5 木 ひな祭り会食会（月舘） 月舘保健福祉センター　やまゆり
7 土 ふれあい昼食会 穴原温泉　吉川屋
16 月 復興支援サロン「げんきが～い」 相馬方面

はーとふるだて６５号記載漏れのお詫びと追記
４ページ「ご支援の御礼」に記載漏れがございました。お詫び申し上げますとともに、下記のとおり追記させ
ていただきます。

「炊き出し・その他のボランティア　東大枝婦人会」「ボランティアセンター支援物資　保原町赤十字奉仕団」
大変失礼いたしましたことを深くお詫び申し上げます。

令和2年度「ボランティア活動保険」加入のご案内

この保険は、個人でもグループ単位でもボ
ランティア活動を行っている皆さんが安心
して活動するための保険です。
3月から翌年度の加入ができますので、社
協各支所窓口で手続きをして下さい。

※	基本プランの保険金額および保険料は従
来の基本タイプAプランと同一、天災・
地震補償プランの保険金額および保険料
は従来の天災タイプAと同一です。

令和２年度加入プランはこれまでの 4 プランから 2 プランに変わります

基本プラン 天災・地震補償
プラン

死亡保険金 1,040 万円 1,040 万円
後遺障害保険金（限度額） 1,040 万円 1,040 万円

入院保険金日額 6,500 円 6,500 円
手術
保険金

入院中の手術 65,000 円 65,000 円
通院中の手術 32,500 円 32,500 円

通院保険金日額 4,000 円 4,000 円
地震・噴火・津波によるケガ × 〇

賠償責任（限度額） 5億円 5億円
保険料 350円 500 円

プラン
保険金額
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